
Hokkaido Gyoren Magazine Number 283 May 2012

な
み
ま
る
く
ん
　
2012 M

ay N
o.283　

平
成
24年

5月
1日
発
行（
毎
月
1日
発
行
）　
発
行
／
北
海
道
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
　
札
幌
市
中
央
区
北
3条
西
7丁
目
　
編
集
／
総
務
企
画
部
　
広
報
担
当
　
TE
L.（０１１

）２８１
-８６６５

　
U
R
L http://w

w
w
.gyoren.or.jp　

印
刷
／
佐
藤
印
刷
株
式
会
社

北海道ぎょれんウェブサイト
 www.gyoren.or.jp

北海道ぎょれんウェブサイト
www.gyoren.or.jp

浜

の家
庭料理をご紹介

根室湾中部漁協　　

酒井　昌子さん

ホタテぎょうざのチリソース

【作り方】
ホタテは貝からはずし、貝柱、ミミ、子に分け、ミミは塩もみをし、
ぬめりを取る。
白菜はみじん切りにして塩をふり５～１０分位おく。
ホタテの貝柱とミミは細かく切り、子は大きめに切る。
フライパンにサラダ油大さじ１を熱し、ホタテの貝柱、ミミを炒め、
次に白菜を入れ、火が通ったら塩、こしょう、しょうゆを加え、汁
がなくなるまで強火で煮る。汁がなくなったら火を止め、冷ます。
④をぎょうざの皮で包む。
Ａはみじん切りにし、Ｂの調味料は全てあわせておく。
フライパンにサラダ油大さじ２を熱し、豆板醤とＡを入れ香りを
たたせて炒めたら、Ｂの調味料を加え、とろみがつくまで炒める。
鍋に湯を沸かし、ぎょうざとホタテの子をゆでて水きりする。
⑧を⑦に入れ、からめる。
お皿にレタスの千切りを敷き、⑨を盛りつけて出来上がり。
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ホ
タ
テ
の
美
味
し
さ
が
凝
縮
し
た
ぎ
ょ
う
ざ
で
す

今
回
は「
ホ
タ
テ
ぎ
ょ
う
ざ
の
チ
リ
ソ
ー
ス
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。こ
の
料
理

で
は
、ホ
タ
テ
の
貝
柱
だ
け
で
な
く
ミ
ミ
や
子
も
余
す
こ
と
な
く
使
え
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
殻
つ
き
の
ホ
タ
テ
を
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
レ
シ
ピ
で
す
。ピ
リ
辛
の
チ
リ

ソ
ー
ス
で
、ギ
ュッ
と
凝
縮
し
た
ホ
タ
テ
の
美
味
し
さ
が
味
わ
え
ま
す
。

【材料】（4人分）
・ホタテ・・・３枚
・白菜・・・１/６個
・レタス・・・１/４個
・ねぎ・・・１/２個
・にんにく・・・一片
・生姜・・・一片
・ぎょうざの皮（小）・・・１２枚
・塩（具の味付け用）・・・少々
・こしょう・・・少々
・しょうゆ・・・小さじ１

・塩（塩もみ用）・・・適量
・サラダ油・・・大さじ３
・豆板醤・・・小さじ１
・ケチャップ・・・大さじ３
・砂糖・・・大さじ２と１/2
・ごま油・・・大さじ１
・鶏がらスープの素・・・小さじ１
・片栗粉・・・大さじ１/2
・塩（ソース用）・・・小さじ１/２
・水・・・１/２カップ

ホタテで
つくる

○A

○B

ホタテでつくる
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海海 夢夢ひとひと

1

海海 夢夢ひとひと海
インタビューインタビューインタビュー

夢ひと

　どさんこワイド179「浜直
コーナー」の取材をさせてい
ただいて、３年目を迎えまし
た。取材では、船に乗せても
らい沖へ行き、極力漁師さん
と同じ時間を過ごしたいとい
う想いです。ただ、私は毎回
と言っていいほど船酔いをし
ます。それでも船には乗りた
い。自分の体で感じないと伝
えることができないからです。
先日の紋別・毛がに漁の取材
では、実際に漁を手伝ってみて、
籠の重さにびっくり! 口数の少
ない漁師さん達の想いを感じ
るには、話すよりも行動。同じ
時間を共にさせていただくしか
ないと思うのです。
　毎回沖ではドラマがありま
す。酔って辛い時もあります
が、その苦しさ以上に得られ
るものがたくさんあります。
漁師さんの笑顔・優しい言葉、
最高です。だからこそ限られ
た貴重な時間を大切に、いつ
も取材に臨んでいます。

　私は前職が自衛官で、海と
はあまり縁がありませんでし
た。きっかけは10年前にアシ
スタントをやらせていただい
た S T Vテレビの釣り番組
「釣ーりんぐ北海道」でした。
当時は船にも乗ったことがなく、
魚や生き物を触るのもすごく苦
手でしたが、視聴者に釣れた魚
を見てもらいたい一心でした。
それから11年、今ではこの浜直
コーナーの取材がとても楽しみ
です。海に行って、磯の香り、
カモメの声、そして何よりも浜

の皆さんとお話し出来るとホッ
とします。
　浜直コーナーでは人と人と
が繋がります。以前取材した
噴火湾のホタテ漁師さんは、
番組を見てくれていて、「野付
のホタテの獲り方がよくわかっ
たよ。」と教えてくれました。
漁師さん同士が浜直を見て繋
がっていると、やりがいを感じ
ますし、また私にとっては次の
取材への活力にもなっています。

 「おいしいものを皆さんに食
べてほしい」という漁師さんの
思いをよく聞きます。北海道は
良い条件で沖に出られる日は少
なく、そばでその大変さを見て
きたからこそ、私もたくさんの
人に北海道のおいしい水産物
を食べてほしいと願っています。
 「出会いは一瞬。ご縁は一生。」と、
浜の皆さんに出会い、支えられ、
様々な場面でたくさんの優しさを
いただけることに感謝。これから
も浜の魅力を伝えていきたいと思
います。　（聞き手／櫻田　泰）

自分の体で
　　感じたことを伝える

浜直コーナーで
　　　人と人とが繋がる

「出会いは一瞬。
　　　　　ご縁は一生。」

三好　りささんＳＴＶテレビ どさんこワイド１７９  リポーター

浜の魅力を伝えていきたい

春の日差しが降り注ぐ富浜港

C O N T E N T S
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STVテレビ どさんこワイド179  リポーター　三好 りささん
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浜の家族物語
ひだか漁協 　三上 健一さん  ご家族
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昨
年
度
の
全
道
水
揚
げ
は
、
数
量
で
11
万
ト
ン
、

平
均
単
価
は
４
５
４
円
／
kg
と
な
り
、
水
揚
げ
金
額

は
５
０
０
億
円
と
前
年
を
25
％
上
回
り
ま
し
た
。

　
漁
期
前
に
は
原
発
事
故
の
影
響
な
ら
び
に
歴
史
的

円
高
等
に
よ
り
、
輸
出
の
低
迷
に
よ
る
製
品
の
国
内

滞
留
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
昨
年
に
続
く
低
水

準
の
水
揚
げ
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
輸
出
は
大
幅
に

減
少
し
た
も
の
の
、
国
内
に
お
い
て
は
比
較
的
順
調

に
消
化
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
各
国
で
の
風
評
被
害
に
加
え
、
歴
史
的

円
高
に
よ
る
輸
入
品
と
の
競
合
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

国
内
に
お
い
て
も
高
コ
ス
ト
と
な
っ
た
製
品
の
安
定

流
通
の
確
保
が
課
題
で
す
。

　
本
年
度
に
お
い
て
は
、
安
定
し
た
国
内
需
要
の
確

保
と
縮
小
し
た
輸
出
の
再
構
築
を
図
る
た
め
、
秋
鮭

流
通
対
策
協
議
会
と
連
携
し
効
果
的
な
諸
対
策
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
生
鮮
流
通
の
拡
大

　「
旬
」
の
訴
求
に
よ
る
生
フ
ィ
ー
レ
・
生
筋
子

の
生
産
拡
大
な
ら
び
に
各
種
販
促
企
画
と
の
連
動

に
よ
る
販
路
拡
大

（
２
）
国
内
需
要
の
定
着
化
と
拡
大

①
熟
成
フ
ィ
ー
レ
・
骨
取
製
品
等
の
付
加
価
値
製

品
の
需
要
拡
大
へ
の
取
り
組
み
強
化

②
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
簡
便
調
理
品
の
開

発
と
更
な
る
国
内
需
要
拡
大
へ
の
取
り
組
み

③「
ぎ
ょ
れ
ん
ブ
ラ
ン
ド
」
い
く
ら
製
品
の
安
定

供
給
に
向
け
た
生
産
拡
大

④
秋
鮭
製
品
の
通
年
販
促
企
画
継
続
な
ど
消
化
の

促
進
へ
向
け
た
取
り
組
み
強
化

（
３
）
輸
出
事
業
の
再
構
築

①
縮
小
し
た
海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
再
構
築
・
風
評

被
害
の
払
拭
を
目
的
と
し
た
販
促
イ
ベ
ン
ト
実

施
等
輸
出
事
業
の
安
定
化
へ
向
け
た
取
り
組
み

②
将
来
的
な
需
給
調
整
対
策
の
一
環
と
し
て
の
ロ

シ
ア
向
け
冷
凍
筋
子
の
輸
出
ル
ー
ト
確
立

（
４
）
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
の
早
期
取
得

　
関
係
団
体
等
と
連
携
し
た
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル

（
Ｍ
Ｓ
Ｃ
）
早
期
認
証
取
得
に
向
け
た
取
り
組
み

　
本
道
の
ほ
た
て
漁
業
は
、
漁
場
環
境
の
変
化
に
よ

っ
て
有
害
生
物
の
発
生
・
餌
不
足
に
よ
る
成
長
不
良

な
ど
、
安
定
的
な
水
揚
げ
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
本
年
度
は
、
ほ
た
て
漁
業
振
興
協
会

な
ら
び
に
道
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
安
定
的

な
生
産
体
制
の
構
築
に
向
け
、
原
因
究
明
と
課
題
解

決
の
た
め
の
各
種
対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
製
品
の
流
通
は
、
国
内
需
要
の
減
退
に
加
え
、

歴
史
的
円
高
や
原
発
事
故
に
伴
う
海
外
風
評
被
害
・

検
査
強
化
な
ど
輸
出
環
境
の
悪
化
に
よ
り
国
内
外
に

お
け
る
消
費
の
落
ち
込
み
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

特集 平成24年度ぎょれん事業計画 ～後編～

ぎょれん  西副会長

平成２４年度ぎょれん事業計画
                           ～後編～

特 集特 集
Na
mimaru 

SPECIAL

　先月号から２回にわたり、ぎょれん西副会
長に、平成２４年度ぎょれんの事業計画につ
いて伺っています。今回は北海道漁業の主要
３品目（秋鮭・ほたて・昆布）の重点対策や国内
販売対策などについてご紹介します。

品
目
別
対
策
に
つ
い
て
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全道秋鮭の水揚げ及び平均単価推移鮭鱒輸出量（全国）と価格の推移（9―8月）
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１
．
秋
鮭
対
策

 

２
．
ほ
た
て
対
策

（円）
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３
．
昆
布
対
策

　
こ
れ
ら
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
関
係
団
体
と

の
連
携
に
よ
る
流
通
対
策
事
業
を
推
進
し
、
安
定
的

な
需
要
の
確
保
と
消
流
安
定
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
生
産
の
安
定
化
に
向
け
た
取
り
組
み

①「
ほ
た
て
貝
の
採
苗
安
定
化
」
に
向
け
た
全
道

的
な
基
礎
デ
ー
タ
の
集
積
と
解
析
体
制
の
強
化

② 

道
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
歩
留
の
低
迷
・

サ
イ
ズ
の
小
型
化
・
ザ
ラ
ボ
ヤ
の
付
着
等
の
原

因
究
明
に
向
け
た
取
り
組
み
の
継
続
実
施

（
２
）
製
品
の
安
定
消
流
に
向
け
た
流
通
対
策
の

　
　  

拡
充

　
需
給
動
向
を
勘
案
し
た
指
標
価
格
の
提
示
等
に
よ

る
安
定
消
流
可
能
な
原
貝
値
決
価
格
形
成
の
実
現

〔
国
内
販
売
〕

①
ほ
た
て
製
品
の
需
要
回
復
に
向
け
た
全
国
規
模

で
の
販
促
展
開

　（
ほ
た
て
販
促
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
売
り
場
拡
大
対
策
）

②
干
貝
柱
の
内
販
対
策
と
し
て
の
加
工
食
品
原
材

料
の
新
規
市
場
開
拓
の
推
進

〔
海
外
輸
出
〕

①
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
国
内
流
通
調
整
の

た
め
の
一
定
量
（
6
，
0
0
0
ト
ン
以
上
）
の

輸
出
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

②
海
外
末
端
市
場
の
新
規
需
要
開
拓
に
向
け
た
海

外
市
場
調
査
お
よ
び
販
促
事
業
の
継
続

③
乾
貝
柱
の
安
定
消
流
に
向
け
た
香
港
・
中
国
の
市

場
動
向
調
査
お
よ
び
競
合
す
る
中
国
産
の
動
向
調

査
な
ら
び
に
主
要
輸
出
国
で
の
販
促
事
業
の
継
続

（
３
）
輸
出
基
盤
整
備
に
向
け
た
対
策

①
Ｅ
Ｕ
へ
の
輸
出
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

ア
．
放
射
性
物
質
に
よ
る
風
評
被
害
が
顕
著
と
な

っ
て
い
る
Ｅ
Ｕ
市
場
に
対
す
る
需
要
回
復
に
向

け
た
流
通
状
況
調
査
の
実
施
と
対
応

イ
．  

Ｅ
Ｕ
認
定
海
域
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
全
域
へ
の
拡

大
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
改
善
、Ｅ
Ｕ
ー

Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定
工
場
の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

②
Ｍ
Ｓ
Ｃ
エ
コ
ラ
ベ
ル
の
早
期
認
証
取
得
に
よ
る

国
際
競
争
力
の
強
化

　
昨
年
度
の
全
道
生
産
量
は
、
約
１
万
５
千
ト
ン
と

過
去
最
低
の
水
準
と
な
り
ま
し
た
。

　
近
年
の
不
安
定
な
生
産
状
況
は
、
漁
家
経
営
は
も

と
よ
り
消
費
地
実
需
先
に
も
影
響
を
も
た
ら
す
も
の

で
あ
り
、
生
産
回
復
に
向
け
た
対
応
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
減
産
を
背
景
と
し
た
原
藻
価
格
の
値
上
が
り

に
伴
い
、
製
品
価
格
が
上
昇
し
製
品
流
通
の
停
滞
も

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
に
お
い
て
は
、
関
係
漁
協
・
行
政
機
関
等
と

の
連
携
に
よ
り
生
産
基
盤
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
強
化
し
、安
定
生
産
体
制
の
再
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
昆
布
消
費
が
減
退
す
る
中
、
実
需
動
向
に

即
し
た
販
売
促
進
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
特

に
消
費
減
退
傾
向
に
あ
る
だ
し
系
昆
布
の
復
権
に
向

け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

（
１
）
生
産
基
盤
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

①
安
定
生
産
体
制
構
築
に
向
け
た
昆
布
専
門
委
員

会
に
よ
る
全
道
的
・
地
域
的
課
題
の
抽
出
な
ら

び
に
対
応
策
の
策
定

②
道
水
産
林
務
部
主
導
の
地
区
毎
の
「
昆
布
生
産

安
定
対
策
会
議
」
と
の
連
携
強
化

③
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
と
の
連
携
に
よ
る
各

種
試
験
研
究
の
充
実

（
２
）
消
費
回
復
に
向
け
た
取
り
組
み

①
地
域
消
流
特
性
に
対
応
し
た
消
費
回
復
に
向
け

た
取
り
組
み

②
需
要
が
減
退
し
て
い
る
だ
し
系
昆
布
の
重
点
販

促
地
域
を
対
象
と
し
た
販
促
活
動
の
実
施

（
３
）
系
統
と
し
て
の
加
工
・
販
売
強
化
に
向
け

　
　 

た
取
り
組
み

①
関
連
会
社
と
の
連
携
に
よ
る
一
次
加
工
処
理
機

能
の
継
続
推
進

②
昆
布
な
ら
び
に
昆
布
加
工
製
品
の
販
売
対
策
の

継
続
推
進

（
４
）
秩
序
あ
る
輸
入
昆
布
の
取
り
進
め

　
道
産
昆
布
の
安
定
消
流
に
向
け
た
、
日
本
昆
布

協
会
・
全
国
調
理
食
品
工
業
協
同
組
合
な
ら
び
に

輸
入
相
手
国
と
の
定
期
的
情
報
交
換
と
秩
序
あ
る

輸
入
の
継
続
実
施

　
景
気
低
迷
の
長
期
化
に
加
え
、
デ
フ
レ
状
況
も
継

続
し
て
い
る
中
、
国
内
消
費
動
向
は
一
層
厳
し
さ
を

増
し
て
お
り
、
全
国
規
模
で
の
道
産
水
産
物
の
販
売

対
策
の
推
進
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
に
お
い
て
も
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を

強
化
し
消
費
動
向
に
則
し
た
販
売
戦
略
の
構
築
に
あ

た
る
と
と
も
に
、
関
連
会
社
と
一
体
と
な
っ
た
消
費

地
営
業
機
能
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大
を
目
指
し
商
品
開

発
力
の
更
な
る
強
化
も
図
り
ま
す
。

（
１
）
末
端
実
需
先
を
見
据
え
た
全
国
的
な
販
売

　
　  

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

　
　  

継
続

①
業
態
別
（
荷
受
・
問
屋
、
生
協
・
量
販
店
、
中
・

外
食
等
）
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
市
場
調
査
）
戦

略
の
強
化

②
重
点
販
売
先
と
の
エ
リ
ア
戦
略
の
組
織
的
推
進

③
各
種
流
通
対
策
・
消
流
宣
伝
事
業
と
連
動
し
た

提
案
型
営
業
の
強
化

④「
道
ぎ
ょ
れ
ん
会
」
の
春
・
秋
定
期
開
催
に
よ

る
情
報
提
供
の
継
続

⑤ 

健
康
食
品
産
業
等
と
の
異
業
種
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
共
同
企
画
）
に
よ
る
新
た
な
需
要
開

拓
に
向
け
た
取
り
組
み
の
継
続
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て
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北海道・東北のほたて生産・価格推移
日本のほたて製品輸出推移

（1～12月、生鮮・冷凍その他）昆布の輸入量推移 昆布の生産量と価格の推移

H20

434

144

124

98

H21

430

134

104

102

H22

410

133

85

153

H23
見込

388

35

東北
その他
フランス
台湾

ロシア 韓国 中国 オーストラリア
中国
アメリカ

数量 道内平均単価
（k＠）

北海道 東北平均単価
（k＠）

平均単価（k＠）

H14

452

107

136

118

H15

451

87

136

92

H16

387

140

153

115

H17

359
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100

H18
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H19
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H20

5,423
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780
172
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11,568

H21
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4,741

H15
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2,666
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9,402

H16H15
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H14
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995

H4～H13
10カ年平均
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S57～H3
10カ年平均
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2,848
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H17
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H18
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1,192

19,490
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H23
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1,406
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1,600

H15

2,883
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H13 H17

1,944

H18

2,391

H20
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（
２
）
加
工
機
能
強
化
に
よ
る
販
売
力
強
化
に
向

け
た
取
り
組
み
の
推
進

①
漁
協
系
統
工
場
・
本
会
直
営
工
場
・
提
携
工
場

と
の
連
携
強
化
に
よ
る
加
工
処
理
体
制
の
強
化

②
各
工
場
の
機
能
分
担
を
明
確
化
し
た
安
定
生
産

体
制
の
確
立

③
系
統
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
に
よ
る
商
品

開
発
機
能
の
強
化

（
３
）
物
流
経
費
等
の
流
通
コ
ス
ト
削
減
対
策
の

推
進

①
生
鮮
魚
介
類
の
集
荷
拡
大
に
よ
る
集
荷
配
送
効
率

化
等
の
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
継
続

②
冷
凍
品
物
流
に
お
け
る
輸
送
・
保
管
コ
ス
ト
削

減
に
向
け
た
取
り
組
み
継
続

　
水
産
物
の
国
内
消
費
は
減
少
傾
向
が
続
く
中
、
海

外
輸
出
に
つ
い
て
は
歴
史
的
円
高
、
原
発
事
故
に
伴

う
風
評
被
害
な
ど
に
よ
り
不
透
明
感
が
増
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
道
産
水
産
物
の
消
費
拡
大
に
向
け
た
取

り
組
み
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、本
道
の
基
幹
魚
種
で
あ
る
秋
鮭
・
ほ
た

て
・
昆
布
等
に
つ
い
て
は
、関
係
団
体
と
の
連
携
を
よ

り
強
化
し
、需
要
喚
起
に
向
け
た
宣
伝
・
販
促
活
動
の

強
化
を
図
り
ま
す
。ま
た
、
消
費
者
の
魚
離
れ
に
対
応

し
、将
来
に
わ
た
る
魚
食
文
化
の
継
承
お
よ
び
発
展
の

た
め
、食
育
活
動
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
宣
伝
・
販
促
事
業

①
消
流
動
向
を
踏
ま
え
た
販
売
戦
略
と
一
体
と
な

っ
た
宣
伝
・
販
促
活
動
の
継
続
推
進

②
大
手
調
味
料
メ
ー
カ
ー
等
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に

よ
る
共
同
販
促
の
継
続

③
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
わ
せ
た
一

般
家
庭
向
け
道
産
水
産
物
の
メ
ニ
ュ
ー
発
信
強
化

④「
道
産
水
産
物
流
通
安
定
対
策
協
議
会
」
へ
の

参
画
に
よ
る
道
産
水
産
物
鮮
魚
貝
類
の
地
産
地

消
お
よ
び
消
費
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化

（
２
）
食
育
活
動

①
道
内
・
道
外
の
若
年
層
お
よ
び
主
婦
層
を
対
象

と
し
た
食
育
活
動
の
推
進
（
親
子
料
理
教
室
・

学
習
会
・
給
食
へ
の
食
材
提
供
等
）

②
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
食
育
情
報
の
提
供

　
食
品
の
安
全
性
に
対
す
る
消
費
者
の
関
心
が
高
ま

る
中
、
道
産
水
産
物
の
放
射
性
物
質
監
視
体
制
強
化
の

ほ
か
、
製
品
の
品
質
・
衛
生
管
理
や
表
示
の
適
正
化
に

向
け
た
取
り
組
み
が
一
段
と
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
各
工
場
と
の
連
携
を
更
に
強
化
し
、

製
造
部
門
に
お
け
る
品
質
・
衛
生
管
理
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
を
強
化
し
、
安
全
・
安
心
対
策
に
万
全

を
期
す
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
１
）
道
の
検
査
と
本
会
自
主
検
査
の
併
用
に
よ

る
原
料
・
半
製
品
の
放
射
性
物
質
監
視
体

制
の
維
持
・
強
化

（
２
）
本
会
直
営
工
場
・
漁
協
系
統
工
場
・
提
携

加
工
業
者
の
品
質
・
衛
生
管
理
レ
ベ
ル
の

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
推
進

①
品
質
管
理
部
門
に
よ
る
工
場
定
期
点
検
レ
ベ
ル

の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

②
Ｉ
Ｓ
Ｏ
手
法
の
段
階
的
導
入
を
含
め
た
本
会
直

営
工
場
品
質
衛
生
管
理
レ
ベ
ル
の
更
な
る
向
上

（
３
）
本
会
取
扱
商
品
の
表
示
適
正
化
に
向
け
た

取
り
組
み

①
本
会
取
扱
商
品
の
商
品
仕
様
書
の
一
元
管
理
体

制
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
推
進

②
関
係
部
門
担
当
者
の
「
食
品
表
示
検
定
」
資
格

取
得
の
促
進

　
協
同
組
合
意
識
の
希
薄
化
が
指
摘
さ
れ
る
中
、
国

際
協
同
組
合
年
の
本
年
は
、
次
代
を
担
う
若
手
漁
業

者
を
対
象
と
し
た
協
同
組
合
運
動
の
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
漁
協
青
年
部
・
女
性
部
へ
の
協
同
組
合

運
動
の
啓
発
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
生
協
組
織
等
と
連
携
し
た
料
理
普
及
・
食

育
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
本
会
販
促
事
業
と

の
連
携
に
よ
る
魚
食
普
及
を
推
進
し
ま
す
。

（
１
）
組
織
強
化
活
動
の
推
進

　
漁
協
青
年
部
創
立
50
周
年
を
記
念
し
た
部
員
へ

の
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
な
ら
び
に
協
同

組
合
運
動
意
識
高
揚
の
た
め
の
活
動
支
援

（
２
）
浜
と
連
携
し
た
都
市
の
小
中
学
校
で
の
食

育
活
動
・
魚
食
普
及
推
進

①
札
幌
市
内
等
で
の
「
出
前
授
業
」「
料
理
教
室
」

な
ど
の
継
続

②
道
外
に
お
け
る
生
協
と
の
組
織
的
連
携
に
よ
る

食
育
活
動
の
強
化
と
生
産
者
・
消
費
者
と
の
交

流
の
推
進

（
３
）
広
報
活
動
の
充
実

①
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
る

会
員
な
ら
び
に
一
般
消
費
者
へ
の
情
報
発
信
内

容
の
充
実

②
広
報
誌
「
な
み
ま
る
く
ん
」
を
通
じ
た
各
種
情

報
の
全
道
漁
業
者
へ
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
提
供

　
本
会
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
中
で
、
浜
か
ら
の
負
託
に
応
え
各
種
対
策
事
業

を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
安
定
し
た
収
支
の
確
保
と

財
務
基
盤
の
更
な
る
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
期
的
事
業
推
進
方
向
に
掲
げ
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
※

活
動
の
実
践
２
年
目
と
し
て
リ
ス
ク
管
理
体
制
の
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
の
ほ

か
各
種
社
会
貢
献
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

※
C
S
R（C

orporate S
ocial R

esuponsibility

）と
は

　企
業
が
事
業
活
動
に
お
い
て
利
益
を
優
先
す
る
だ
け
で
な

く
、顧
客
、株
主
、従
業
員
、取
引
先
、地
域
社
会
な
ど
の
様
々

な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー（
利
害
関
係
者
）等
の
関
係
を
重
視
し
な

が
ら
果
た
す
企
業
の
社
会
的
責
任
の
意
味

（
１
）
本
会
経
営
の
安
定
化
に
向
け
た
経
営
基
盤

の
強
化

①
本
会
経
営
基
盤
で
あ
る
共
販
体
制
な
ら
び
に
系

統
利
用
率
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化

②
計
画
的
内
部
留
保
に
よ
る
財
務
基
盤
の
強
化
と

会
員
配
当
の
継
続

③
債
権
管
理
・
在
庫
管
理
等
の
経
営
リ
ス
ク
管
理

体
制
の
強
化

（
２
）
C
S
R
活
動
の
実
践
に
向
け
た
取
り
組
み

の
推
進

①
法
務
機
能
の
強
化
に
よ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
法
令
遵
守
）
の
推
進

②
昨
年
度
認
証
取
得
し
た
I
S
O
1
4
0
0
1
に

連
動
す
る
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
の
継
続

（
３
）
人
材
育
成
の
強
化
と
労
働
生
産
性
の
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進

①
人
材
育
成
計
画
に
基
づ
く
教
育
研
修
の
推
進

②
業
務
効
率
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
継
続

（
４
）
費
用
対
効
果
を
勘
案
し
た
設
備
投
資
の
実
施

　
支
店
事
務
所
等
の
老
朽
化
に
伴
う
対
応
策
の
検

討
と
計
画
的
整
備

（
５
）
関
連
会
社
と
の
一
体
的
経
営
の
推
進

①
本
会
と
一
体
と
な
っ
た
浜
に
対
す
る
機
能
発
揮

に
向
け
た
取
り
組
み

②
関
連
会
社
に
対
す
る
経
営
統
括
管
理
の
強
化
に

よ
る
健
全
経
営
の
確
保

③
関
連
会
社
と
の
人
事
交
流
の
推
進

特集 平成24年度ぎょれん事業計画 ～後編～

宣
伝
・
販
促
事
業
お
よ
び

　
　
　
　食
育
活
動
に
つ
い
て

食
の
安
全
・
安
心
対
策
に
つ
い
て

経
営
体
制
に
つ
い
て

組
織
強
化
・
広
報
活
動
等
に
つ
い
て

販売 2,656

購買 184

利用 1

特別 9

［単位：億円］

平成24年度事業別取扱計画

総取扱計画

億円
2,850
市場扱 1,750

製品扱 906

札幌市内10ホテルにて実施
した「海の恵みメニューフェア」

浜のおかあさん料理教室
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　３月３１日に、ぎょれんのホームページがリニューアルオープンしまし
た。北海道の漁業や魚について多くの方に知ってもらうことを目指し、
大幅な変更を行いました。今回はその内容についてご紹介します。

コンセプトは「北の海と暮らしを、むすぶ。」

北海道の漁業や魚をＰＲする各コンテンツ

　ぎょれんの新ホームページのコンセプトは、
「北の海と暮らしを、むすぶ。」です。ホーム
ページを訪れる生活者（消費者・取引先）と生
産者（浜）をむすび、社会とぎょれんをむすぶ
役割を担うことを目指し、右の３点をリニュー
アルの柱としました。

●❸

●❹

●❺

●❶ ●❷

〈リニューアルの柱〉

１．
２．
３．

デザインを一新し、情報を分かりやすく掲載する。

北海道の漁業、魚に関する情報を充実させる。

旬の情報、タイムリーな情報を掲載する。

右のトップページの画面の❶～❺について
ご紹介します。

●❶
旬や栄養、レシピが
まとめて分かる
「北海道のさかな」
　北海道で水揚げされる
魚について紹介するペー
ジです。旬や栄養、おす
すめレシピなどをまとめ
て知ることができます。
現在は10魚種を掲載。今
後もさらに追加していき
ます。

●❷
約３７０種類の
バラエティー豊かな
「おすすめレシピ」
　北海道の魚を使ったバ
ラエティー豊かな約370
種類のレシピを公開。検索
機能を強化し、浜のお母さ
んのオリジナルレシピや
調理方法といったカテゴ
リー別の検索も可能です。
これからも新しいレシピ
を追加し公開していきま
す。

●❸

●❺

旬な話題を提供する
「ＷＥＢマガジン
　　　なみまるくん」

ぎょれんについて知ってもらうページ 今後もますます内容の充実を図っていきます

　皆さんに楽しんでいた
だきながら、旬の情報を
お伝えする読み物ページ
です。「浜通信ひと・く
らし」は、浜の「今」の
様子を伝える紀行コーナ
ー。その他随時最新のニ
ュースも掲載していきま
す。

　「ぎょれんって何？」という疑問に対して、組織や
事業について分かりやすく紹介するページを用意しま
した。また、新たに品質管理やCSRの取り組みについ
ても掲載しています。

　このホームページでは、より一層北海道の水産物が
選ばれ、愛され、信頼されるブランドとして認知され
るよう、これからますます内容の充実を図っていきま
す。今後ともぎょれんのホームページをよろしくお願
いします。

●❹
放送中の
テレビＣＭをご紹介
「ＣＭギャラリー」
　現在、北海道限定で放
送中の秋鮭・ほたて・昆
布のテレビCMや、漁
協・ぎょれんイメージ
CM「3つの海篇」がまと
めてインターネットでご
覧いただけます。

ホームページをリニューアル
北海道ぎょれん www.gyoren.or.jp
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10

【三上さんご一家】  三上健一さん（４２歳）  美智江さん（３９歳）  優衣さん（１４歳）  温大くん（１２歳）
※健一さんの母富子さんと一緒に

ゆ　い はる と

周
年
沖
で
働
く

　　　　　　　　健
一
さ
ん

　
　
第
11
豊
進
丸
の
舵
を
持
ち
、
一

人
で
漁
を
す
る
三
上
健
一
さ
ん
は
、

４
月
は
は
っ
か
く
、
５
月
か
ら
は

か
れ
い
網
、
８
月
か
ら
昆
布
漁
、

10
月
か
ら
か
れ
い
や
し
し
ゃ
も
の

刺
網
、
12
月
か
ら
３
月
ま
で
ほ
っ

き
漁
を
し
て
い
ま
す
。
高
校
卒
業
後
、

父
の
勧
め
で
親
戚
の
船
に
18
年
間

乗
り
組
み
、
そ
の
後
１
年
間
父
と

一
緒
に
船
に
乗
っ
て
、
４
年
前
に

家
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。
地
元
の
船

の
中
で
は
一
番
若
い
船
頭
の
健
一

さ
ん
。
先
輩
船
頭
か
ら
教
わ
り
、

沖
で
の
経
験
を
積
み
な
が
ら
、
周

年
沖
で
働
い
て
い
ま
す
。

　
仕
事
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は

「
無
理
を
し
な
い
こ
と
だ
ね
。」
と

言
う
健
一
さ
ん
は
、
一
人
で
乗
っ

て
い
る
た
め
、
極

力
仲
間
の
船
と
一
緒
に
出
港
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
事
故
や
怪
我
に

は
特
に
注
意
し
て
お
り
、「
漁
を
終

え
て
、
港
に
入
っ
た
時
が
一
番
ほ
っ

と
す
る
。」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　　
家
族
の
協
力
が
あ
る
か
ら
こ

そ
で
き
る
仕
事
で
す

　
　
奥
さ
ん
の
美
智
江
さ
ん
は
隣
の

厚
賀
町
出
身
。
友
人
に
誘
わ
れ
て

参
加
し
た
漁
協
綱
引
き
チ
ー
ム
の

練
習
で
健
一
さ
ん
と
出
会
い
ま
し

た
。
出
産
後
、
本
格
的
に
陸
仕
事

を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、「
大
変
な

こ
と
も
多
い
で
す
が
、
少
し
で
も

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。」
と
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
長
女
の

優
衣
さ
ん
は
、
部
活
動

で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
打

ち
込
む
、
マ
イ
ペ
ー
ス

な
中
学
３
年
生
、
長
男
の

温
大
く
ん
は
好
奇
心
旺
盛

で
、
少
年
野
球
で
は
ピ
ッ

チ
ャ
ー
を
務
め
た
中
学
１

年
生
で
す
。
二
人
と
も
夏

の
昆
布
の
時
期
に
は
、
部
活
動
の

前
に
昆
布
干
し
を
手
伝
い
ま
す
。

　
健
一
さ
ん
が
漁
を
終
え
て
港
に

戻
っ
た
時
、
陸
仕
事
を
手
伝
う
の
は
、

美
智
江
さ
ん
、
美
智
江
さ
ん
の
母
、

健
一
さ
ん
の
母
と
姉
で
す
。
子
ど

も
達
が
登
校
す
る
忙
し
い
時
間
の

前
ま
で
に
仕
事
が
終
わ
れ
る
よ
う
、

作
業
は
毎
朝
２
時
頃
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
健
一
さ
ん
は
「
家
族
の
協

力
が
あ
る
か
ら
で
き
る
仕
事
で

す
。」
と
話
し
ま
す
。
今
後
の
目
標

は
「
ま
ず
は
親
父
の
築
い
て
き
た

漁
を
壊
さ
ず
続
け
る
こ
と
。
あ
と

は
明
る
く
過
ご
し
た
い
ね
。」
と
語

る
健
一
さ
ん
。
頼
も
し
い
家
族
の

後
押
し
を
受
け
な
が
ら
、
今
日
も

富
浜
港
か
ら
出
漁
し
ま
す
。

「浜の家族物語」では、
「なみまるくん」の表紙に
登場いただいたご家族を
紹介します。今回は、ひだ
か漁協の三上さんご一
家です。

浜
の
家
族
物
語

　
　

頭
す
っきり!!

　
　

頭
す
っきり!!

11

タ テ の カギ

ヨコ の カギ

　次のクロスワードを完成させ、○印に当たる言葉をうまく並べて
ください。北海道も季節はいよいよ春から夏へ向かい、木々の緑が
濃くなってきました。気持ちの良い風が吹くこの時期は、外に出る
のも楽しみになりますね。

応募いただいた方の個人情報は、クイズ当選者への図書カード進呈
と、広報なみまるくん「浜だより」の、おたより掲載（氏名・市町
村名）にのみ、使用いたします。

〒060-0003 札幌市中央区北3条西7丁目1番地
北海道漁業協同組合連合会  総務企画部  広報担当
＊FAX番号 011－（242）－3543
＊電子メール info＠gyoren. or. jp

応募先

正解者の中から抽選で５名の方に図書カードを進呈
いたします。ハガキ、ＦＡＸもしくは電子メールに
答えと浜のたより及びご意見・ご提言など、住所・
氏名・年齢を書き添えて、どしどしご応募ください。

4月号の解答と当選者

1 2 3

7

10

14 15

17 1816

13

19

20 2221

23 24

1211

8

9

54

6

（5月15日消印有効）

解答 となります。

ニュウガクシキ

※右と左の絵には、7ヵ所の異なるところがあります。
　さあ、見つけてください。（印刷のズレや汚れは関係ありません。）間違いは7つです。

※答えは17頁にあります。

クロスワードパズル

間違いさがし間違いさがし

クロスワードパズル

間違いさがし

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

橋本　光江さん
熊谷　圭太さん
岩本　清美さん
工藤みわ子さん
山本こずえさん

札 幌 市
羽 幌 町
根 室 市
湧 別 町
浜頓別町

「おから」の別名
見通し「仕事の○○がつかない」
春の尾瀬が有名な水辺の白い花
オシンコシン、インクラ、羽衣が有名
鞘に入った野菜「○○○○豆」
マニキュアを塗っておしゃれをする人も
頭のてっぺん、髪の毛が渦を巻いているところ
音楽を作る人、それを職業としている人
年に４回、季節ごとに出る雑誌
○○夢中
売ったり買ったりすること、売買
外見がエビに似ていて、寿司では茹でてタレをつけて食べる
男子のみで実施される体操種目。２本の腕で体を支えます
ほっぺにチュッ！とすること

塩漬けや果実酒など、幅広い用途に使える酸味が強い果実
田んぼに稲を植える作業
うがいで洗浄するところ
おでこでゴツン！相手に自分の頭を打ち付けること
初夏の渡り鳥、巣は高級食材
おけさ、金山で有名な新潟の島
ちょっとしたことにもすぐ泣く人
痛みがないこと
項目ごとに分けて書き並べる書き方
鉛筆やリンゴの真ん中にあります
メロン、スイカ、カボチャは○○科の植物です
偶然見つけると幸運が訪れる○○ばのクローバー
邸宅。「武家○○○」「おばけ○○○」
料理に、とろみを付ける「○○○○粉」
００７の職業
山と海をつないでいます

①
②
③
④
⑤
⑧
⑨
⑩
⑫
⑬
⑮
⑯
⑲
㉑

①
④
⑥
⑦
⑨
⑩
⑪
⑬
⑭
⑯
⑰
⑱
⑳
㉒
㉓
㉔

ウ
ンサヨカ イマン

レ ン ユウキ サ
キシ ン イブ タ

ケキグハオ
デノヒ ミ ノチ ク

ガ イコジニリ
リ カシイ ケリ

サシヤハカ
ウ

イ
イ ト

シ ミン
ツ

スチ
ケ ウ

ウ1 2 3

7

10

14

15 17 1816

13

19 20

22

21

1211

8

9

54

6
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平成２４年度全道漁協新採用職員研修会を開催

全道各地区で地区組合長会議開催

ぎょれんの平成２４年度事業計画案等を協議

新採用職員が共に学ぶ充実した３日間

　4月3日から13日にかけて、全道9地区で地区組合長会
議が開催され、各系統団体の平成24年度事業計画案等に
ついて協議を行いました。ぎょれんは2班に分かれて各地
区を訪問、平成23年度決算は、当初の計画及び前年度実
績を上回る見込みであることを報告しました。平成24年
度事業計画案では、国の新たな水産基本計画のスタート
を受け、「強い北海道漁業の確立」のため北海道漁業の
実情に即した施策の実現の取り組みを強化していく方針
を示しました。また、販売事業では国内需要の確保と海
外輸出対策強化による総合的な流通安定対策を推進して
いくことを説明しました。

日高地区組合長会議（4月12日開催）

漁協・ぎょれんテレビＣＭ「３つの海篇」

テレビＣＭコンテストにて「北海道地域ファイナリスト賞」を受賞
　全日本ＣＭ放送連盟（ACC）が主催するコンテスト
「ACC CMフェスティバル」において、「漁協・ぎょれ
んテレビＣＭ『３つの海篇』」が「地域ファイナリスト
賞」を受賞し、このたび表彰盾の贈呈が行われました。
51回目を迎えた当コンテストには、毎年首都圏をはじめ
全国各地より多数の応募があります。今回は応募総数
1,623作品のなかから、地域で制作・放映されるＣＭ部
門の優秀作のひとつとして選ばれました。CMには美しい
海と生産者の皆さんの迫力ある仕事が凝縮されています。
放映以来、好意的な感想が視聴者から寄せられており、
これからも放映を通じて北海道漁業への関心を深めても
らうきっかけとなることを目指しています。 ぎょれん本所において表彰盾の贈呈が行われました

２０１２スプリングフードフェスティバル

若手シェフが道産水産物を使った西洋料理で腕を競い合う
　4月17日（火）札幌パークホテルにおいて、㈳全日本
司厨士協会北海道地方本部と札幌支部の主催で「2012
スプリングフードフェスティバル」が行われ、ホテルの
厨房で働く若手シェフや調理専門学校生が「西洋料理」
の腕を競い合いました。会場で実技審査を行うメインイ
ベント「チャレンジ料理コンテスト」では、指定食材を
使ったランチコースを2人1組で2時間以内に調理するこ
とが課題。金賞に輝いた京王プラザホテルの畑野・若海
組は、メインディッシュに道産水産物を使い、秋鮭の塩
麹マリネ、米粉クレープで巻いたほたてのグラタン、い
くらを添えたガゴメ昆布入り春野菜のリゾットなど、独
創的な料理を披露しました。 金賞を受賞した畑野・若海組のメインディッシュ

　4月3日（火）～5日（木）の3日間、札幌市の北農
健保会館において、平成24年度全道漁協新採用職員研
修会が行われ、今年度道内の漁協に採用された職員46
名が参加しました。開講式の後は、さっそく研修開始。
ぎょれん指導教育部より、漁業や漁協をめぐる情勢、
漁協のあらましや漁協簿記についての講義が行われま
した。
　2日目は8つのグループに分かれて、社会人に必要な
規律や責任、ビジネス文書の書き方など「社会人の心
構え」について学習、講師から出される課題にグルー
プで協力しながら取り組んでいきます。ビジネスマナ
ーの講習では、職場を想定した敬語や言葉遣いを学び、
名刺交換やお茶の出し方の練習も行いました。
　最終日は早朝の札幌中央卸売市場へ。水産・青果の
競りを見学し、中央卸売市場の仕組みや役割について
も学びました。研修会の締めくくりは、水産ビルにあ
る在札系統団体の事務所を訪問。新社会人の一歩を踏
み出た皆さんを温かい拍手がつつみます。最後に行っ
た集合写真の撮影では、受講した皆さんから「同じ時
期に漁協職員となった仲間と寝食を共にし、グループ
ワークなどで親交を深められて良かった」との声も聞
かれ、受講者同士の距離も縮まり一体感が生まれた充
実した3日間となりました。

※CMはぎょれんホームページ（www.gyoren.or.jp）からもご覧いただけます。

講師の説明を思い出しながら
お茶の出し方を練習しました

札幌中央卸売市場の資料室で
ターレット・トラックに試乗する受講生

ぎょれんをはじめ系統団体の事務所を訪問
温かい拍手で迎えられました

水産ビル前での記念撮影
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平成24年度の宣伝・販促活動をご紹介
　本年度も道産水産物のさらなる消費拡大、普及促進を目的とした宣
伝・販促活動を展開してまいります。今回は平成24年度の活動計画を
ご紹介致します。（画像は平成23年度迄に実施したものです）

新聞折込チラシの配布
　旬の季節やGW・年末年始などの
イベント時期に、全国の主要都市で
新聞折込チラシを使ったPRを実施
します。配布地域での店頭販促と連
動させ、消費拡大を図ります。

料理教室の実施
　家庭の食卓に道産水産物を取り入
れてもらう機会を増やすため、全国
各地で料理教室を開催します。調
理・実食を通じて、おいしさを実感
してもらいます。

食育教室の開催
　水産物への関心喚起、普及啓発活
動を目的に全国各地で食育教室を実
施します。未来の消費を担う子ども
たちに、水産物の魅力を広めていき
ます。

タイアップ販促の実施
　他社とのタイアップにより、店頭
で高い注目を集める効果的な販促活
動を実施します。

　今回ご紹介した内容の他にも、TV・ラジオCM放送、雑誌への広告掲載、店頭
販促物の作成他、様々な宣伝・販促活動を予定しております。実施状況につきま
しては、随時当コーナーでご紹介してまいります。

新聞折込チラシ

ほたて料理教室

調味料メーカーとタイアップしたメニュー提案

（上）食育＆サッカー教室
（左）幼稚園児を対象とした昆布の食育教室
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　ペットの尿臭、排水口、冷蔵庫、靴箱、魚焼きグリルなどにはこんなエコな
消臭方法もお勧めです。

㈱ぎょれん設計センターが住宅に関するベストアドバイス！

浜の皆さんから「おうち」の疑問、質問、お悩みを
募集しています。
宛　先：札幌市中央区北3条西7丁目1番地

北海道ぎょれん総務企画部広報担当
F A X：011－242－3543
メール：info@gyoren.or.jp

建築・設計に関するご相談は

㈱ぎょれん設計センター
TEL：011－281－8509

詳しく
取り上げて
行きま～す

身近なもので
家の臭いを　
ノックアウト

　昔から身近なものを使って行われてきた消臭。前回は、木炭や新聞紙、消毒用エ
タノール液、コーヒーの出しがらを使った身近な消臭方法を取り上げました。今回
は第２弾として、酢、お茶、重曹、塩水を使ったものをご紹介します。

①酢（消臭効果）
　酢を使った消臭方法で最
も威力を発揮するのが、
ペットの尿臭。臭いの主な
原因となるアンモニアはア
ルカリ性のため、酸性の酢
を使うと、臭いを抑えるこ
とができます。ペットが汚
したカーペットも酢を薄め
た液でたたき拭きすれば消
臭できます。

　テレビ番組のエコ特集な
どでもよく紹介される重曹。
重曹は、酸性の臭いを吸収
分解して臭い自体をなくす
効果があります。匂いが気
になる冷蔵庫や靴箱、玄関
や居間などに口を空けた袋
や箱に入れて置くだけで
OK。手軽で便利な消臭剤の
完成です。

②重曹（吸着効果）

③お茶の出しがら
　（吸着効果）
　お茶に多く含まれるポリ
フェノールは、木炭のよう
に無数の穴（多孔質）構造
で、その穴が臭いの成分を
吸着します。使う時は、飲
み終わった出しがらで十分。
魚焼きグリルに濡らして敷
き詰めれば、台所の生臭さ
を吸収してくれます。

　塩水は、タンパク質を分
解しますので、主に臭いの
もととなるタンパク質を分
解して消臭する効果があり
ます。排水口の臭いには濃
いめの塩水を作って流し込
めば、管を流れていきなが
ら、臭いをもとからを分
解・除去してくれます。

④濃いめの塩水
　（分解効果）

その
2
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浜のほっとニュース
小樽

桧山

函館

室蘭

日高

釧路

根室

北見

稚内

留萌

管内では稚貝出荷が本格化しています。前半は時化続きで出荷できない日々が続いていましたが、
後半は凪が続いており順調に出荷作業が行われています。一方で、先月から不振であったかれい
漁の水揚げも本格化し、定置網にしんの水揚げも始まりましたが、魚価安が続いており、生産者に
とっては厳しい春の訪れとなっています。

延縄で捕れる真かすべの漁が好調です。江差・乙部・大成・奥尻と各浜合せて1日2トン近いペース
で水揚げが続いており浜は賑わっています。価格も昨年より2割程上回ってもおり、今後もこの漁
が続くことを期待しています。

道南の浜に春の訪れを感じさせる、干わかめの生産が始まっています。年々、塩蔵品に押され、需
要も減少してはいますが、磯の香りは食欲をそそられます。函館支店での入札会も始まりました。
生産量はやや前年を下回ると見込まれている中、価格は前年を30%程上回るスタートとなりまし
た。生産の安定と価格が維持される事を期待しています。

4月14日から春定置の水揚げがスタートしました。主要魚種である本ますの水揚げが少なく、浜値
はk＠2,000-1,100で高値となっています。また、3月1日から解禁した籠漁の柳だこは、k＠650-
610と浜値・水揚数量ともに好調を維持しています。生産者の方々の安全操業と大漁を祈願してい
ます。

管内では3月から各種篭漁が解禁となり、えりも漁協ではつぶ篭漁が盛んです。真つぶは、3月か
らの累計数量が87t(4月18日現在)と昨年比2割減となっています。また、管内各浜では4月20日に
解禁となる春定置網漁に向け、着々と準備が行われています。昨年は本ますの水揚好調、助宗の大
漁もありましたが、時鮭と青ますが今一つで、今年は豊漁となることを期待しています。

4月15日から日本200カイリ内小型船サケ・マス漁が解禁となりました。15日から順次出漁し、5月
上旬には全船出漁予定です。また、春定置鮭鱒も4月24日から網入れ予定となっており、25日には
水揚げが始まります。天候は思わしくない状況が続いていますが、春シーズンが始まり安全操業と
豊漁を願うところです。

本年のロシア水域サケ・マス交渉は、4月17日にモスクワにおいて妥結しました。昨年の東日本大
震災で被災し、出漁できなかった大型船も復旧し、操業隻数は中・小型船全体で33隻と前年比6隻
増となりました。入漁料については、中型船306円60銭、小型船で300円30銭と前年並み、燃油
高騰や魚価低迷で厳しい環境下ですが、まずは安全操業と大漁を祈願しています。

寒さの続いたオホーツク海もようやく春を感じられるようになりました。例年より長く残った流氷
の影響で、遅れ気味にスタートした毛がに漁は水揚げが乏しく、今後に期待をしております。刺網
漁、ほっき漁も順次スタートし、刺網漁ではにしんが記録的な豊漁となり浜は賑わいを見せていま
す。今後も益々の豊漁と安全操業を心より祈願しています。

長かった冬もようやく終わりを告げるような陽気になってきました。ほぼ10年ぶりに流氷が接岸
し、また、天候不順により時化が続いた影響もあり、春漁の毛がに・帆立・なまこ等の水揚げが遅れ
気をもんでいたところですが、ようやく順調な水揚げとなってきたところです。海難事故の無きよ
う、大漁となることを願っています。

当管内の春の風物詩「ほたて稚貝」の出荷が、3月末から始まりました。4月の上旬は例年に無い寒
さと時化が続きましたが、中旬からは順調に凪が続き、出荷が本格化しています。稚貝はオホーツ
ク・根室地区に出荷されます。また管内の主要魚種であるかれいの水揚も多くなってきており、浜
は活気に溢れています。
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（社）北海道漁船海難防止・水難救済センター

忘 れ る な 　 海 の こ わ さ 　 気 の 弛 み

　

よ
う
や
く
春
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。

４
月
下
旬
は
い
か
な
ご
漁
の
季
節
で
す
。

昨
年
に
劣
ら
ぬ
豊
漁
を
願
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
事
業
計
画
の
中
に
、
「
漁
協
職

員
を
対
象
に
し
た
メ
ー
カ
ー
視
察
、
資

材
研
修
の
実
施
」
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。

非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
私
も
昭
和

24
年
９
月
に
管
内
11
名
で
ぎ
ょ
れ
ん
の

購
買
課
長
の
引
率
で
12
日
間
、
各
種
漁

船
機
器
、
漁
網
等
の
視
察
に
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
ま
だ
漁
船
は
焼
玉
エ
ン

ジ
ン
、
漁
網
は
綿
糸
ラ
ミ
糸
で
し
た
。

見
る
も
の
、
聞
く
も
の
全
て
が
別
世
界

で
し
た
が
、
浜
に
こ
れ
ら
の
機
器
を
揃

え
ら
れ
る
こ
と
を
夢
に
見
た
思
い
出
は
、

今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
頑
張
れ
、
新

し
い
時
代
に
向
け
て
…
。

（
島
牧
村
　
泉
谷
　
泰
三
さ
ん
）

　

４
月
に
入
り
よ
う
や
く
春
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
桜
の
季
節
は
遠
い
で
す
が
、
今
年
も

豊
漁
を
願
い
、
こ
れ
か
ら
先
に
始
ま
る

秋
ア
ジ
、
シ
シ
ャ
モ
、
カ
ニ
が
昨
年
よ

り
少
し
で
も
良
い
方
へ
い
っ
て
く
れ
る

こ
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
浦
幌
町
　
千
家
　
景
子
さ
ん
）

　

ま
だ
、
雪
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、

桜
が
咲
く
季
節
で
す
ね
。
稚
貝
出
し
が

始
ま
っ
て
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
は
忙

し
そ
う
で
す
。
私
は
、
休
み
の
日
に
手

伝
い
に
行
っ
て
い
ま
す
。

（
苫
前
町
　
加
藤
　
亜
美
さ
ん
）

　

今
日
は
ま
だ
み
か
け
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
小
さ
な
小
学
１
年
生
が
ピ
カ

ピ
カ
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
姿
を

見
か
け
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
私
は
肉
よ

り
も
魚
派
、
そ
し
て
毎
日
海
藻
類
を
食

べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
旬
の
お
い

し
い
魚
介
類
の
紹
介
や
調
理
法
な
ど
教

え
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

（
札
幌
市
　
橋
本
　
光
江
さ
ん
）

　

親
友
が
大
き
な
病
気
を
し
て
手
術

し
ま
し
た
。
健
康
で
元
気
に
仕
事
が
出

来
て
、
お
い
し
く
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る

私
は
幸
せ
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

（
豊
浦
町
　
竹
島
　
暁
子
さ
ん
）

　

稚
貝
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

時
化
が
多
く
て
な
か
な
か
出
来
ま
せ
ん
。

（
苫
前
町
　
加
藤
　
紀
美
恵
さ
ん
）

　

震
災
か
ら
１
年
が
経
ち
、
厚
岸
の

カ
キ
島
に
も
砂
が
入
り
、
ほ
ぼ
元
の
状

態
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
カ
キ
や
ア

サ
リ
が
ま
た
元
気
に
育
っ
て
く
れ
る
と

い
い
で
す
ね
。

（
厚
岸
町
　
運
上
　
貴
子
さ
ん
）

　

私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
マ
ス
と

ホ
ッ
ケ
を
獲
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
雪
が

あ
っ
て
寒
い
の
で
、
体
に
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

（
福
島
町
　
西
川
　
優
々
花
さ
ん
）

　

い
よ
い
よ
稚
貝
の
出
荷
が
始
ま
り

ま
す
。
今
回
の
時
化
で
ま
た
期
間
が
伸

び
そ
う
で
す
が
。
せ
っ
か
く
融
け
た
雪

も
、
ま
た
辺
り
一
面
真
っ
白
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

（
初
山
別
村
　
岩
崎
　
幸
治
さ
ん
）

　札幌もようやく春を感じる暖かさになりま

した。今月号から編集部に新メンバーが加わ

りました。浜の皆さんと直接ふれあえる誌面

づくりはこれまでどおりですが、新しい話題

にもチャレンジしていく気持ちでいっぱいで

す。これからも広報なみまるくんをどうぞよ

ろしくお願いいたします！  　　　  （編集部）

11pの間違いさがしの答え

無洗米「大漁御膳」のお求めは、お近くの漁業協同組合へ

グループグループ

本社 TEL（011）261-0884  函館支店 TEL（0138）22-4146  釧路支店 TEL（0154）41-7145  長万部営業所  TEL（01377）2-4118

専門のノウハウ 浜に密着した機動力専門のノウハウ 浜に密着した機動力

漁業資材・施設設備で北海道の浜をサポート
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無 洗う米ななつぼし
新発売
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浜

の家
庭料理をご紹介

根室湾中部漁協　　

酒井　昌子さん

ホタテぎょうざのチリソース

【作り方】
ホタテは貝からはずし、貝柱、ミミ、子に分け、ミミは塩もみをし、
ぬめりを取る。
白菜はみじん切りにして塩をふり５～１０分位おく。
ホタテの貝柱とミミは細かく切り、子は大きめに切る。
フライパンにサラダ油大さじ１を熱し、ホタテの貝柱、ミミを炒め、
次に白菜を入れ、火が通ったら塩、こしょう、しょうゆを加え、汁
がなくなるまで強火で煮る。汁がなくなったら火を止め、冷ます。
④をぎょうざの皮で包む。
Ａはみじん切りにし、Ｂの調味料は全てあわせておく。
フライパンにサラダ油大さじ２を熱し、豆板醤とＡを入れ香りを
たたせて炒めたら、Ｂの調味料を加え、とろみがつくまで炒める。
鍋に湯を沸かし、ぎょうざとホタテの子をゆでて水きりする。
⑧を⑦に入れ、からめる。
お皿にレタスの千切りを敷き、⑨を盛りつけて出来上がり。

❶

❷
❸
❹

❺
❻
❼

❽
❾
10

ホ
タ
テ
の
美
味
し
さ
が
凝
縮
し
た
ぎ
ょ
う
ざ
で
す

今
回
は「
ホ
タ
テ
ぎ
ょ
う
ざ
の
チ
リ
ソ
ー
ス
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。こ
の
料
理

で
は
、ホ
タ
テ
の
貝
柱
だ
け
で
な
く
ミ
ミ
や
子
も
余
す
こ
と
な
く
使
え
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
殻
つ
き
の
ホ
タ
テ
を
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
レ
シ
ピ
で
す
。ピ
リ
辛
の
チ
リ

ソ
ー
ス
で
、ギ
ュッ
と
凝
縮
し
た
ホ
タ
テ
の
美
味
し
さ
が
味
わ
え
ま
す
。

【材料】（4人分）
・ホタテ・・・３枚
・白菜・・・１/６個
・レタス・・・１/４個
・ねぎ・・・１/２個
・にんにく・・・一片
・生姜・・・一片
・ぎょうざの皮（小）・・・１２枚
・塩（具の味付け用）・・・少々
・こしょう・・・少々
・しょうゆ・・・小さじ１

・塩（塩もみ用）・・・適量
・サラダ油・・・大さじ３
・豆板醤・・・小さじ１
・ケチャップ・・・大さじ３
・砂糖・・・大さじ２と１/2
・ごま油・・・大さじ１
・鶏がらスープの素・・・小さじ１
・片栗粉・・・大さじ１/2
・塩（ソース用）・・・小さじ１/２
・水・・・１/２カップ

ホタテで
つくる

○A

○B

ホタテでつくる

特集 平成24年度ぎょれん事業計画（後編）特集 平成24年度ぎょれん事業計画（後編）
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